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人
々
を
魅
了
す
る

個
性
豊
か
な『
和
太
鼓
』

　

約
20
年
間
、
自
己
流
で
和
太
鼓

の
演
奏
活
動
を
続
け
て
い
た
雨
坪

守
さ
ん
が
、
和
太
鼓
を
取
り
入
れ

た
ショー
パフ
ォ
ー
マン
ス
集
団
を
目

指
し
、立
ち
上
げ
た
の
が
『
雷
音
』。

メ
ン
バ
ー
は
、
す
べ
て
武
蔵
野
市
在

住
の
人
た
ち
。
キ
ッ
ク
ボ
ク
サ
ー
や

歯
科
医
師
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
職

業
の
人
が
集
って
い
る
。
最
初
は
和

太
鼓
の
経
験
が
な
い
人
も
多
かった

和太鼓 雷
ら い お ん

音

雷音プロフィール
平成14（2002）年発足。武蔵野市民芸術
文化協会に属し、同協会や武蔵野市のイベ
ントや、ホテル・野外など、幅広い会場を舞
台に、数多くの公演に出演。今年6月には、

『無音』も公演を開催。

武蔵野市民芸術文化協会
☎0422-60-1856

（火・金曜 午前9時〜午後4時）

W A市 民 の

問

パフ
ォ
ーマンス
は
、
躍
動
感
に
あ
ふ

れ
、
見
た
者
の
心
を
打
ち
、
公
演

後
に
は
活
動
に
参
加
し
た
い
と
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
ほ
ど
。

　

そ
の
声
に
応
え
、
雨
坪
さ
ん
は

3
年
前
に
60
〜
70
歳
を
中
心
と
し
た

『
無
音
』、
今
年
新
た
に
『
ママ
さ

ん
太
鼓
グ
ル
ー
プ
』
を
結
成
。

　
「
今
後
は
、『
雷
音
』
の
パフ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
さ
ら
に
高
め
、『
無
音
』

な
ど
の
公
演
の
機
会
も
増
や
し
て
い

き
ま
す
。
よ
り
質
の
高
い
和
太
鼓

の
パフ
ォ
ー
マン
ス
で
観
客
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
増
や
す
こ
と
、
そ
し
て

和
太
鼓
を
通
し
て
武
蔵
野
市
民
の

環わ

を
さ
ら
に
広
げ
ら
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
」
と
、
雨
坪
さ
ん
は
笑
顔

で
語って
く
れ
た
。

が
、
雨
坪
さ
ん
自
身
が
和
太
鼓
の

演
奏
を
基
礎
か
ら
勉
強
し
直
し
、

指
導
を
行
って
き
た
こ
と
で
、
唯
一

無
二
の
パフ
ォ
ー
マン
ス
集
団
へ
と
成

長
を
遂
げ
た
。

　

現
在
で
は
、
新
し
い
形
で
和
太

鼓
を
披
露
す
る
『
雷
音
』
の
公
演

は
人
気
を
呼
び
、
吉
祥
寺
シ
ア
タ
ー

で
の
年
2
回
の
公
演
の
ほ
か
、
他
市

区
で
の
イ
ベン
ト
に
も
招
待
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。

和
太
鼓
の
活
動
か
ら

新
し
い
仲
間
と
の
出
会
い
も

　

公
演
で
は
、
40
曲
を
超
え
る
雨

坪
さ
ん
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
か
ら
選

曲
し
て
演
奏
を
行
う
。
演
者
が
太

鼓
の
演
奏
と
合
わ
せ
、
バ
レ
エの
要

素
を
取
り
入
れ
た
ダ
ンス
を
魅み

せ
る

　和太鼓を通して、市民との交流を深めるとともに、
精鋭たちが魅

み

せる独創性あふれるパフォーマンスは
武蔵野市発の新しい文化を発信し続けています。

『雷音』代表の雨坪守さんも武
蔵野市民。吉祥寺で焼肉店を
経営

毎週日曜日に行われる練習風景。和気あいあいとした雰
囲気ながら、練習が始まると真剣な表情に

吉祥寺シアターで行われた公演の様子


